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発表演題名 福井県における PM2.5成分組成の地域特性について 

学会名 第 31 回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 

発表者名 岡 恭子 （環境部） 

開催場所 福井市地域交流プラザ 

開催日時 平成２９年１月２６日（木）～２７日（金） 

発表内容 福井県内の３地点（沿岸部、市街地、山間部）において PM2.5の成分分析

を行った。         

どの調査期間においても、質量濃度は福井(市街地)が最も高く、次いで

越廼（沿岸部）、六呂師（山間部)の順であった。                

地理的条件によって主成分の組成に大きな差はなかったが、成分によっ

ては、地域特性がみられた。                      

・沿岸部である越廼では、秋季、冬季に Naの割合が高かった。海塩の

影響が強いためと考えられた。 

 ・市街地である福井では、冬季の硝酸イオン濃度の増加や、他の２地

点と異なる ECの季節変動などがあり、地域汚染があることが示唆され

た。 

H26 年度と H27 年度の結果を各季各地点でそれぞれ比較すると、秋、冬

は３地点とも差が無かったが、夏は H27 年度の方が３地点とも質量濃度が

高かった。H27 年度夏は、国内または大陸からの影響により質量濃度が高

かったと考えられた。 

PM2.5中の炭素成分は、市街地の福井で一番濃度が高く、地域由来の影響

が大きいと考えられるが、３地点の濃度に相関があり、また、３地点とも

組成は似ていることから、広域的な影響も受けていると考えられた。 

 


